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PG-13沖縄島産プラシノ藻jVephroselmis属の１未記載種の
分類学的研究

須田彰一郎

琉球大学理学部海洋自然科学科

ネフロセルミス属は単細胞の緑色鞭毛藻類でプラシノ藻綱に属す。細胞が左

右に偏平な楕円形ないしは腎臓形で，細胞の腹側中央部から不等長２本の鞭毛

を生じる。短鞭毛は細胞前方方向に，長鞭毛は後方に伸ばす。１枚の葉緑体は

三日月型の側壁性で，通常葉緑体前端部の短鞭毛基部付近に眼点がある。葉緑

体の背側にはピレノイドを１つもち，デンプン鞘で囲まれている。細胞と鞭毛

表面に種特異的な形態の有機質の鱗片を有す。分類には，細胞の外部形態のほ

かに，この鱗片の微細構造に加え，ピレノイドやそのほかの微細構造観察が必

要となる。主に海産種で，現在までに電子顕微鏡観察がなされている種類は７

種あるが，未記載種も多く分類学的な研究が必要である。１８ＳｒＤＮＡ塩基配列

に基づく緑色植物全体の系統樹上では，緑藻植物門に属し，ネフロセルミス属

のみで単系統群を形成し，緑藻綱（狭義)，アオサ藻綱，トレボウクシア藻綱と

いう，いわゆる高等緑藻綱などの緑色藻類の主要な系統群と，陸上植物を含む

ストレプト植物門との未知の共通祖先の中間的な位置を占め，高等緑藻類の初

期進化や，緑色植物の起源生物を考える上で重要な位置を占めている。

２００２年１０月から沖縄島沿岸域から様々な微細藻類を採集・観察してきたと

ころ，ネフロセルミス属は，ノMasngmanCaを含め少なくとも５種類の確認に

成功し,残り４種類は未記載種である可能性が高いことが分かった｡本発表は，

このうち，２００４年８月に沖縄島西海岸の本部町備瀬崎と２００５年５月に東海岸

の名護市天仁屋崎の２ヶ所から採集された礁池の砂サンプルから，分離・培養

に成功したネフロセルミス属の未記載種について，光学および電子顕微鏡によ

る形態観察と１８ＳｒＤＮＡ塩基配列にもとづく系統解析，ならびにかけ合わせ試

験による有性生殖の可能性について報告する。

本藻は，縦約9.511ｍ，横約９１ｍの非対称な倒卵形で，２本の不等長鞭毛を
もち，細胞表面は，３種の小型鱗片に加え，中型と大型の２種の星状鱗片を有

した。大型の星状鱗片の刺は２６本あり，NastigmatfCaの大型星状鱗片との形

態的類縁性が示唆された。一方，鞭毛は、２種の鱗片と２種の毛状鱗片を有し，

鞭毛を覆う外側の鱗片はJVSpinosaの細胞表面の大型針状鱗片に酷似し，同様

に形態的類縁`性が示唆できた。１８ＳｒＤＮＡ塩基配列に基づく系統解析からは，

系統樹上で１V：ａｓt】g[ｍａｔｉＣａの属する系統群と凡Spinosaの属する系統群の

間の系統群の基部に独自の位置を占めることが判明した。以上から，鱗片の形

態形質による類縁関係の推定と，分子遺伝学的系統解析結果が重なることが示

された。また，名護市天仁屋崎から分離された１０株を用いて，かけ合わせ試験

を行ったところ，特定の組み合わせで接合子様の細胞が確認できた。このこと

は，本未記載種が，異株接合を行うことを示している。実験的に有性生殖過程

を再現することができれば，プラシノ藻類としては２例目で海産種でははじめ

ての発見となる。今後詳細な再現実験条件の検討を行う予定である。


